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●システムのバージョンアップの方法 
 

ここでは、Ver4.30からVer4.40 へのバージョンアップの方法を説明します。以下にバージョ

ンアップの作業フローを示します。 
 
 
 
 
 
 

【ご注意】まず、作成したデ

ータのバックアップを必ず行

ってください。 
 
 

【ご注意】河川版システムも

同一PCにインストールされて

いる場合には、ダム湖版入力

データのバックアップも必ず

行ってください。 

 

ダム湖版をアンインストール

しますと、河川版システムも

同時にアンインストールされ

ます。 

 
 
 

 
 

 
 

 

終了 

河川水辺の国勢調査【河川版】を同じパソコンにインストールして使っている場合は、（3）
で行うダム湖版のアンインストールを行う前に、必ず河川版のデータのバックアップを取得し

て下さい。 
ダム湖版のシステムをアンインストールすると、河川版のシステムも同時にアンインストールさ

れます。  
ダム湖版Ver4.40システムのインストールが完了した後、再度河川版システムをインストール

してください。 

（1）Ver4.30 データのバックアップ作業 
【バックアップデータ】 
C:¥水辺の国勢調査入出力システム¥dam¥db 

フォルダ内「入力DB.mdb」ファイル 
C:¥水辺の国勢調査入出力システム

¥dam¥ 
データ格納フォルダ 

（2）Ver4.30データのエクスポート 

（3）Ver4.30システムのアンインストール 

（4）Ver4.40のダウンロード 

（5）Ver4.40のインストール 

（6）システム設定 

（7）（2）でエクスポートしたデータを、 
Ver4.40システム上でインポートする。 
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【重要】Ver4.30 データを、Ver4.40 データへバージョンアップした際は、Ver4.40 の 

生物種目録に基づいて、生物種チェックを行うため、種名チェックを再度かけてくだ 

さい。 

 
 
 

【参考】 お使いのパソコン内のシステムは、以下のような構成のフォルダとなっ

ています。 

 
 

水辺の国勢調査入出力システム 
 
 

dam 
 
 

db 

 
入力db.mdb 

 

 
出力db.mdb 

集計db.mdb 

マスタdb.mdb 

 
データの入力に使用 
するデータベースファ 
イル群 

目録db.mdb 
 
 

EXE：システムのプログラムの格納場所 

 
Export：エクスポート処理したデータの格納場所 

 
データ格納：作業用のデータフォルダ 

 
 

共通 
 
 

フォームExl：様式の元フォームの格納場所 
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1. 河川版の入出力システムとの併用について 
 
 

本システムは、河川水辺の国勢調査入出力システム〔河川版〕を同じパソコ ンにイ

ンストールしても、使用することができます。 

ただし、以下の点についてご注意ください。 

• 河川版の入出力システムと、ダム湖版の入出力システムは、一部の機能に つ

いて共通のシステムファイルを使用しています。従いまして、どちらか のシ

ステムをアンインストールすると、アンインストールしなかったシス 

テムについても使用することができなくなります。 

• アンインストールしたシステムを、再度、インストールすると、アンイン ス

トールしなかったシステムも使用することができるようになります。た だし

、データのバックアップが必要です。 

• システムのアンインストールを行う前には、必ず「Db フォルダ」と「

デ ータ格納フォルダ」のデータのバックアップを実施してください。 

• 「Db フォルダ」と「データ格納フォルダ」のバックアップは、河川版

、 ダム湖版両方のデータについて実施して下さい。 

• 「Db フォルダ」と「データ格納フォルダ」のバックアップが終了後、ア 

ンインストールを行います。 

• アンインストール及び再インストールが終了したら、バックアップしてお い

た「Db フォルダ」と「データ格納フォルダ」のデータを所定の場所に 

戻します。 

 
 
 
 
 

※当システム操作方法などの詳細につきましては、「入出力システム操作マニュアル」 

本編を、ダウンロードのうえご参照ください。 


